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地
球
温
暖
化
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
今
夏
も
暑
か
っ
た
。

和
辻
哲
郎
の
名
著
『
風
土
‐
人
間
学
的
考
察
』（
岩
波
書
店
）

に
よ
る
と
、
気
候
、
気
象
、
地
質
、
地
形
、
景
観
な
ど
の
総
称

を
風
土
と
呼
び
、
そ
の
風
土
に
つ
い
て
モ
ン
ス
ー
ン
（
ア
ジ
ア
、

湿
潤
）、
沙
漠
（
ア
ラ
ビ
ア
・
ア
フ
リ
カ
、
乾
燥
）、
牧
場
（
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
湿
潤
と
乾
燥
）
の
三
つ
に
類
型
に
分
け
、
そ
の
地

域
の
人
間
的
考
察
を
論
じ
る
。湿
潤
は
自
然
の
恵
み
を
意
味
し
、

大
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
植
物
の
「
生
」
を
現
出
さ
せ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
一
般
的
に
モ
ン
ス
ー
ン
域
の
人
間
は
、
受
容
的
、

忍
従
的
な
正
確
を
も
つ
。
沙
漠
に
お
い
て
は
、
た
だ
待
つ
者
に

水
（
生
）
の
恵
は
与
え
ら
れ
な
い
。
人
生
を
生
き
抜
く
た
め
に

常
に
他
の
人
間
と
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
映
画
『
ア
ラ
ビ
ア
の

ロ
レ
ン
ス
』
に
盗
水
し
た
男
が
殺
さ
れ
る
シ
ー
ン
が
あ
る
が
、

沙
漠
地
帯
の
人
間
は
対
抗
的
、戦
闘
的
な
性
格
が
形
成
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
風
土
の
特
殊
性
は
人
間
の
性
格
ま
で
つ
く
り
あ
げ

る
。さ

て
、
日
本
人
は
、
受
容
的
に
、
忍
従
的
に
高
温
多
湿
の
気

候
と
暮
ら
し
て
き
た
。
そ
れ
は
神
崎
宣
武
著
『「
湿
気
」
の
日

本
文
化
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
１
９
９
２
）
で
、
住
ま
い
‐

家
の
造
り
は
「
夏
」
を
旨
と
す
べ
し
、
装
い
‐
裸
同
然
も
無
作

法
に
あ
ら
ず
、
食
べ
も
の
‐
古
漬
け
の
味
は
忘
れ
が
た
し
の
項

目
か
ら
読
み
取
れ
る
。
日
本
の
家
屋
は
木
と
草
と
紙
で
築
き
、

土
間
と
板
敷
き
、
畳
、
障
子
、
襖
と
い
う
の
が
典
型
的
で
あ
り
、

暑
さ
と
湿
気
を
防
ぐ
通
気
性
を
第
一
に
考
え
た
造
り
で
あ
る
。

装
い
で
は
、
通
気
性
の
良
い
草
履
と
足
袋
、
下
駄
の
効
用
を
あ

げ
て
い
る
。
焼
き
お
に
ぎ
り
は
病
原
菌
も
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

り
、
日
本
人
の
風
呂
好
き
は
、
蒸
し
暑
さ
を
払
拭
す
る
こ
と
で

身
も
心
も
快
適
さ
を
味
わ
う
た
め
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
中
央
ア

ジ
ア
や
西
ア
ジ
ア
一
帯
の
遊
牧
民
は
温
浴
は
も
ち
ろ
ん
水
浴
の

風
習
さ
え
み
ら
れ
な
い
。

イ
ン
ド
の
人
々
に
は
沐
浴
に
功
徳
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
。
白
石
凌
海
著
『
イ
ン
ド
輪
廻
に
生
き
る
』（
明
石
書
店
、
２

０
０
２
）
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
に
お
け
る
７
千
万
人
巡
礼
者
に
よ

る
宗
教
的
な
大
沐
浴
祭
が
描
か
れ
て
い
る
。

モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
気
候
は
、稲
作
文
化
の
到
来
に
よ
っ
て
、

水
田
適
地
と
し
て
日
本
を
豊
葦
原
瑞
穂
の
国
に
育
て
上
げ
た
。

金
井
典
美
著
『
湿
原
祭
祀
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
１
９
７
７
）

は
、
湿
原
聖
地
信
仰
の
実
態
を
論
じ
る
。
日
本
の
湿
原
地
に
山

と
神
と
田
の
神
が
去
来
す
る
と
こ
ろ
「
神
の
水
田
」
を
創
り
、

こ
こ
を
湿
原
聖
地
と
し
て
祭
祀
を
行
っ
た
。
こ
の
湿
原
聖
地
の

思
想
が
豊
葦
原
瑞
穂
の
国
を
形
成
し
、
古
代
国
家
の
政
治
環
境

や
宇
宙
観
に
、
そ
し
て
庭
園
の
造
作
に
も
影
響
を
与
え
た
と
い

う
。
今
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
神
宮
は
神
田
を
所
有
し
、
六
月
に

か
け
て
田
植
祭
が
行
わ
れ
る
。
神
聖
視
さ
れ
る
代
表
的
な
神
田

は
、
伊
雑
宮
（
伊
勢
神
宮
の
摂
社
）
の
神
田
で
あ
る
。

一
方
、
春
山
成
子
著
『
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
デ
ル
タ
の
地
形

と
農
地
防
災
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
１
９
９
４
）
と
藤
田
和

子
編
著
『
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
の
水
と
社
会
環
境
』（
世
界
思

想
社
、
２
０
０
２
）
は
、
こ
の
気
候
と
い
か
に
し
て
共
生
し
な

が
ら
、
中
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
日
本
に
お
け
る
各
国
の

農
業
用
水
の
使
い
方
を
論
じ
る
。

湿
度
は
、
気
体
（
主
と
し
て
空
気
）
中
に
含
ま
れ
る
水
蒸
気

の
割
合
で
あ
る
。
稲
松
照
子
著
『
湿
度
の
お
は
な
し
』（
日
本

規
格
協
会
、
１
９
９
７
）
で
は
、
文
化
財
の
保
存
の
場
合
、

55
％
程
度
の
湿
度
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
あ
る
が
、
65
％
以
上
に

な
る
と
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
い
と
あ
る
。
バ
イ
オ
リ
ン
等
の
楽

器
は
湿
度
に
よ
っ
て
音
質
が
変
化
す
る
。
ピ
ア
ノ
は
55
〜
70
パ

ー
セ
ン
ト
の
湿
度
が
適
性
範
囲
で
、
外
国
の
奏
者
は
日
本
で
の

演
奏
に
は
気
を
使
う
と
い
う
。

股
野
宏
志
著
『
気
象
と
音
楽
と
詩
』（
成
山
堂
、
２
０
０
０
）

に
よ
る
と
、「
五
風
十
雨
」
の
気
象
変
化
が
音
楽
を
創
り
出
す

と
い
う
。
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
曲
「
雨
垂
れ
」、
ヴ
ェ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
田
園
」、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
」
の
名
曲

が
生
ま
れ
た
。
日
本
は
和
歌
や
俳
句
に
気
象
が
詠
ま
れ
、
そ
の

根
源
に
見
え
な
い
湿
気
の
文
化
が
流
れ
て
い
る
。

湿
度
の
計
測
に
つ
い
て
、
上
田
政
文
著
『
湿
度
と
蒸
発
』

（
コ
ロ
ナ
社
、
２
０
０
０
）、
湿
度
計
測
・
セ
ン
サ
研
究
会
編

『
湿
度
計
測
・
セ
ン
サ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
学
献
社
、
１
９
８
９
）、

水の文化書誌 《湿気と乾燥》l
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水・河川・湖沼関係文献研究会 こがくにお 古賀邦雄　
1967（昭和42）年西南学院大学卒業、水資源開発公団（現・独立行政法人
水資源機構）に入社。30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集。
2001年退職し現在、日本河川開発調査会、筑後川水問題研究会に所属。

日
本
機
械
学
会
編
『
湿
度
・
水
分
計
測
と
環
境
モ
ニ
タ
』（
技
報

堂
、
１
９
９
２
）
の
自
然
科
学
書
が
あ
る
。

中
国
で
は
、
乾
燥
化
を
防
ぎ
、
緑
を
取
り
戻
す
「
退
耕
還
林
」

政
策
を
奨
め
て
い
る
。
小
長
谷
有
記
、
シ
ン
ジ
ル
ト
、
中
尾
正

義
編
『
中
国
の
環
境
政
策
生
態
移
民
』（
昭
和
堂
、
２
０
０
５
）

に
、
緑
の
大
地
で
あ
っ
た
内
モ
ン
ゴ
ル
が
牧
畜
の
拡
大
に
伴
い

荒
廃
が
進
み
、
そ
の
緑
を
回
復
さ
せ
、
貧
困
化
を
脱
却
さ
せ
る

た
め
に
、
遊
牧
民
一
家
を
他
へ
移
住
さ
せ
る
政
策
に
つ
い
て
、

そ
の
実
態
を
論
じ
る
。
中
国
政
府
か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
も
の

の
、
成
功
す
る
人
、
失
敗
す
る
人
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の

中
国
の
「
生
態
移
民
」
と
い
う
環
境
政
策
に
は
驚
嘆
す
る
。

さ
ら
に
勉
誠
出
版
編
・
発
行
『
ア
ジ
ア
遊
学
７
５
黄
河
は
流

れ
ず
』（
２
０
０
５
）
は
、
過
開
発
に
よ
る
黄
河
の
断
流
を
と

り
あ
げ
る
。
１
９
９
７
年
断
流
の
規
模
は
最
大
河
口
か
ら
開
封

市
付
近
ま
で
の
７
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
。
そ
の
原
因

は
流
域
に
お
け
る
統
一
管
理
体
制
が
無
く
、
水
の
む
だ
使
い
に

あ
る
。
日
本
の
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
断
流
を
防

ぐ
た
め
、
黄
土
高
原
の
農
村
に
ア
ン
ズ
を
植
え
続
け
、
ア
ン
ズ

に
よ
る
農
家
の
収
入
増
と
水
土
流
失
の
減
災
を
図
っ
て
い
る
。

沙
漠
地
帯
で
人
間
は
水
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
ど
う
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
水
が
無
け
れ
ば
、
人
間
は
５
日
間
で
幻
覚
症
状

を
起
こ
し
、
そ
の
２
日
後
に
は
人
間
は
乾
き
死
に
す
る
。
小
堀

巌
著
『
サ
ハ
ラ
沙
漠
』（
中
央
公
論
社
、
１
９
６
２
）
は
、
地

中
海
の
都
市
ア
ル
ジ
ェ
ー
を
根
拠
地
と
し
て
、
サ
ワ
ラ
沙
漠
の

地
下
水
道
「
フ
ォ
ガ
ラ
」
に
つ
い
て
、
紀
行
文
で
ま
と
め
て
い

る
。
同
著
『
沙
漠
‐
遺
さ
れ
た
乾
燥
の
世
界
』（
日
本
放
送
出

版
協
会
、
１
９
７
３
）
は
、
年
間
雨
量
20
〜
１
０
０
a
に
過
ぎ

な
い
中
央
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
ア
フ
リ
カ
、
北
ア
メ
リ

カ
の
沙
漠
地
帯
を
踏
査
し
、
沙
漠
の
最
大
の
課
題
は
水
開
発
で

あ
る
と
論
じ
る
。
極
乾
燥
地
帯
の
も
と
で
、
カ
ナ
ー
ト
と
い
う

地
下
水
道
方
式
に
よ
る
オ
ア
シ
ス
の
創
出
、
そ
れ
を
維
持
管
理

す
る
人
た
ち
の
苦
難
を
描
き
出
す
。
ま
さ
し
く
沙
漠
の
開
発
は

水
を
得
る
こ
と
に
あ
る
。

日
本
を
振
り
返
る
と
、
都
市
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル

と
呼
ば
れ
、
砂
漠
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
に
潤
い

を
求
め
て
、
雨
水
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
普
及
し
て

き
た
。
北
斗
出
版
の
発
行
に
よ
る
日
本
建
築
学
会
編
『
雨
の
建

築
学
』（
２
０
０
０
）、
同
編
『
雨
の
建
築
術
』（
２
０
０
５
）

は
、
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
貯
留
し
、
庭
の
散
水
、
ト
イ
レ
、

ビ
オ
ト
ー
プ
、
人
工
河
川
に
使
用
し
、
使
用
済
の
水
を
地
下
水

に
浸
透
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
い
て
い
る
。
雨
水
を

か
り
、
活
か
し
、
返
す
術
を
現
代
建
築
の
中
に
取
り
入
れ
「
都

市
に
泉
を
」
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

前
掲
書
『
風
土
』
に
、「
ロ
ー
マ
の
水
道
は
自
然
の
拘
束
を

打
ち
破
り
、
ロ
ー
マ
は
水
道
に
よ
っ
て
大
都
市
に
発
展
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
あ
る
。
竹
山
博
英
著
『
ロ
ー
マ
の
泉
の
物
語
』

（
集
英
社
新
書
、
２
０
０
４
）
に
よ
る
と
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代

か
ら
、水
道
の
終
点
地
広
場
に
記
念
碑
と
し
て
泉
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
後
、
領
主
や
教
皇
の
権
威
の
象
徴
と
し
て
、
個
性
豊
か
な

バ
ル
チ
ャ
の
泉
、
ト
レ
ー
ビ
ィ
の
泉
、
松
笠
の
泉
が
造
ら
れ
た
。

教
会
、
社
交
場
と
が
有
機
的
に
一
体
と
な
っ
て
都
市
文
化
が
発

展
し
て
い
く
過
程
に
、
泉
を
位
置
づ
け
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
南
西
部
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
地
ル
ル
ド
の
泉
は
宗

教
的
な
泉
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
は
竹
下
節
子
著
『
奇
跡
の
泉
ル

ル
ド
へ
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
１
９
９
６
）
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
湿
気
と
乾
燥
を
め
ぐ
り
水
を
求
め
る
書
を
挙
げ
て
き

た
。「
水
な
く
し
て
人
生
な
し
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
る
。
水
は
、
生
活
、
都
市
、
宗
教
な
ど
、
す
べ
て
の
基
盤

を
な
し
て
お
り
、
水
を
得
る
方
法
そ
の
も
の
が
水
の
文
化
を
形

成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
水
文
化
に
占
め
る
「
湿
気
」
の

領
分
は
意
外
と
広
い
。




